












































































































































































面の AR/ Ⅱ A類は接合部分を留めている資料もあり、
部分的に太くなる資料も確認できる（図９, 図 14-4）。
この痕跡から、棒状に加工した鉄材を輪状にし、接合





















































AR/ Ⅰ Aa 類：方形断面・円形基調形状・幅太い
AR/ Ⅰ Ab 類：方形断面・円形基調形状・幅細い
AR/ Ⅰ Ba 類：方形断面・縦長楕円形状・幅太い
AR/ Ⅰ Bb 類：方形断面・縦長楕円形状・幅細い
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縦 /横比が 1.5 前後、幅が 2.5㎝以上である。後述の
AR/ Ⅰ Bb 類と比較して円形基調であり、幅が太い点
で特徴的である（図 13- １①、図 15- １）。AR/ Ⅰ Ab
類は AR/ Ⅰ Aa 類よりも幅が細い円形基調のアンカー




つ（図 16- ４）。一方、AR/ Ⅰ Bb 類は AR/ Ⅰ Ba 類と
比べて幅が細いという特徴を持つ（図 13- ３、図 16-
５、図 17）。両方とも AR/ Ⅰ Aa 類と比較して、縦長
楕円形のアンカーリングを持つ。幅が概ね 2.5㎝以上
のもので横長に対して幅が太いものを AR/ Ⅰ Ba 類、
１㎝より大きく 2.5㎝より小さく横長に対して幅が細
いものを AR/ Ⅰ Bb 類とした。AR/ Ⅰ Ba 類は縦 / 横
比が 1.9 ～ 2.4 の間に収まり、一見した類似性が高い。









縦 /横比は 1.8 ～ 2.6 の幅に収まる。
AR/ Ⅱ C類はアンカーリング断面が円形、アンカー
リング形状が雫状楕円形という特徴を持つ（図 19、





























　AcR/ Ⅱ A- １類：断面がムラのある円形。表面に筋
状の整形痕がみられるもの
　AcR/ Ⅱ A- ２類：断面が正円形。工業製品風








よりも幅が太い。さらに、この AR/ Ⅰ A 類は 2つに
細分できる。AR/ Ⅰ A-1 類は直径に対して正面幅が太
い付属リングを指す。断面形状にやや違いが見られ、
資料の増加によっては変更する必要があるかもしれな













れる（図 14-4 ②、図 17-7）。AcR/ Ⅱ A-2 類は断面、
外形ともに真円に近く、一見して工業製品のような印
象を受ける（図 14-5 ②、図 19）。またこの付属リン
グを有する資料には、アンカーリングが AR/ Ⅱ C 類
（円形断面・雫状楕円形状）のものが多い。AR/ Ⅱ C
























































































この資料からは、アンカーリングが AR/ Ⅰ Ba 類、
アーム（爪）は先端が方形の Arm/ Ⅰ類であることが
わかる。付属リングは AcR/ Ⅱ A-1 類であると思われ
るが、付属リング自体が簡略化されやすい形状である
ことを考慮すると、AcR/ Ⅰ A-1 類である可能性も残




野湊神社 aは全長 269㎝、アンカーリングは a44 ×
b19cm で縦 / 横比 2.32、幅は３㎝を測る。付属リン
グはやや丸みを帯びているが、AcR/ Ⅰ A-1 類。アー
ムはⅠ類。大野湊神社 bは全長 247㎝、アンカーリ
ングは a32 × b16.5cm で縦横比 1.94、幅は 2.5㎝
を測る。付属リングは AcR/ Ⅰ A-1 類で、アームは
Arm/Ⅰ類。部位型式の組合せは両者ともAR/ⅠBa類・















































AR/ Ⅰ Bc 類・AcR/ Ⅱ A-2 類・Arm/ Ⅱ類で、「海と
渚の博物館 e」とほぼ同型である。「大野からくり記




AR/ Ⅰ Bc 類を採用する例も見られる。蛇足になるが、

















23,162）。森家は屋号四十仙 ( あいせん ) で、安政年





「北前船廻船問屋　森家 a」は全長 264㎝、AR/ Ⅰ
Bc類・AcR/ⅡA-3類である。残念ながらフルーク（爪）
先端が形状を留めていない。前述資料の AR/ Ⅰ Bc 類
と比較すると横長が長く、縦 /横比も 1.76 と小さい






















ころ、全長１ｍ前後、AR/ Ⅰ Bb 類・Arm/ Ⅰ類であ








































④現代の四爪鉄錨（AR/ Ⅱ C・AcR/ Ⅱ B・Arm/ Ⅳ）
「現代の四爪鉄錨」とは現代の船舶で使用されてい
る錨を示す。現代の漁港でみられる四爪鉄錨は、AR/
Ⅱ C類・AcR/ Ⅱ B 類・Arm/ Ⅳ類の部位型式を持つ。
それに類する資料として、アンカーリングの部位型式
が共通する AR/ Ⅱ C・AcR/ Ⅱ A-2・Arm/ Ⅰ（北前船
























　AR/ Ⅰ Aa・AcR/ Ⅰ A-1・Arm/ Ⅰ
Ⅱ期
　① AR/ Ⅰ Aa・AcR/ Ⅰ A-1・Arm/ Ⅰ
　② AR/ Ⅰ Ab・AcR/ Ⅰ A-1・Arm/ Ⅰ
　③ AR/ Ⅰ Ba・AcR/ Ⅰ A-1・Arm/ Ⅰ
Ⅲ期
　① AR/ Ⅰ Bb・AcR/ Ⅱ A-3・Arm/ Ⅰ
　② AR/ Ⅰ Bb・AcR/ Ⅱ A-1・Arm/ Ⅰ
　③ AR/ Ⅰ Bb・AcR/ Ⅰ A-2・Arm/ Ⅰ
Ⅳ期
　① AR/ Ⅰ Bc・AcR/ Ⅱ A-3
　② AR/ Ⅰ Bc・AcR/ Ⅱ A-1・Arm/ Ⅰ～Ⅲ
Ⅴ期
　① AR/ Ⅱ C・AcR/ Ⅱ A-2・Arm/ Ⅰ（Ⅲ）
　② AR/ Ⅱ C・AcR/ Ⅱ A-2・Arm/ Ⅳ
　③ AR/ Ⅱ C・AcR/ Ⅱ B・Arm/ Ⅳ
Ⅰ期（18 世紀代か）










Ⅱ期（18 世紀末～ 19 世紀前葉）
本期は『初夏の浜辺』（1824 ～ 26 年）に描かれ


















Ⅱ③は後代に続く縦長楕円形状（AR/ Ⅰ B 類）のア
ンカーリングを持つが、付属リングが AcR/ Ⅰ A-1 類
という、幕末～明治に位置づけた III 期の資料にはみ
られない部位型式を持つ。そのため、AR/ Ⅰ B 類の
中では先行するものとした。
Ⅲ期（19 世紀代以降）
本期は AR/ Ⅰ Bb 類のアンカーリングへ、付属リン
グに関しては AcR/ Ⅱ A-1、Ⅱ A-3 類のように概ね方
形断面から円形断面へと移行すると考えている。AR/
Ⅰ B 類自体は『初夏の浜辺』で確認できるので、19
世紀前葉には出現していた。AR/ Ⅰ Bb 類は AR/ Ⅰ
Ba 類に比べ、アンカーリングの幅が細い。そのうえ、
その付属リングは近代に続くAcR/ⅡA類が主であり、
方形断面の AcR/ Ⅰ A-1 類を採用した資料が見られな
い。そのため、AR/ Ⅰ Ba 類を持つⅡ③よりも型式学
的に後出と考える。
Ⅲ①は AR/ Ⅰ Bb 類のアンカーリングを持つ資料



















Ⅳ期（19 世紀中ごろ～ 20 世紀初）














とを踏まえて考えると、AR/ Ⅰ Bc 類に特徴づけられ




本期は AR/ Ⅱ C 類の出現する時期を対象とする。








































準に 18 世紀末～ 19 世紀前期と推定したⅡ期、現代
































































（註 11）①縦 /横比が 1.7 以上 2未満のやや丸みを帯びたも
の、② 2以上 2.5 未満の縦長のもの、③ 2.5 以上 3以下
の強縦長のものに分けられると思われる。①のものは根
元から強く広がり、丸みを帯びた形状で（図 13- ６, ７,
９②）、③は根元からなだらかに開いていく、縦長傾向が








（註 13）（有）中村技研工業提供資料。昭和 20～ 30年に実
際に使用されていた注文書で、電信によって注文ができ
るように電信番号が記載されている。この資料からは①









石井謙治 ( 編 )　1970「今西家舶縄墨私記坤」『農山漁民生活』
日本庶民生活史料集成第 10巻　647-671 頁（初出 : 今
西幸藏 ,1813（文化十年）『今西家舶縄墨私記坤』）.
武田恒夫他　1977『遊楽・誰ヵ袖』日本屛風絵集成第 14









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































a：1984 年、山東省蓬菜水城出土。全長 2.15m、重さ 456 ㎏
b：1956 年、山東省梁山県宋金河出土。全長 1.36m
 シャンク上部に「甲字五百六十号　八十五斤　洪武五年」銘

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（1890 年代以降か。牧野他 1977：182 より転載・加筆）




























2-①（AR/ⅠAb 類） 2-②（AcR/ⅠA-1 類）





































９①：若狭歴史民俗資料館（手前から a～ d） ９②：AR/ⅠBb・AcR/ⅡA-3（若狭歴史民俗資料館 a）

































































































資料名 全長 部位型式 1 部位型式 2 ARc ARb/a
比
AR の特徴 AcR の特徴





b 226 AR/ Ⅰ Aa AcR/ Ⅰ A-1 2 1.52.
22 大野からくり記念館
　
d 221 AR/ Ⅰ Aa AcR/ Ⅰ A-1 2.5 1.56.
Ⅱ② 12 外日角住吉神社 a 254 AR/ Ⅰ Ab AcR/ Ⅰ A-1 2 1.54.
31 大野湊神社　 c 217 AR/ Ⅰ Ab AcR/ Ⅰ A-1 2 1.41.
Ⅱ③ 29 大野湊神社　 a 269 AR/ Ⅰ Ba AcR/ Ⅰ A-1 3 2.32.
30 大野湊神社　 b 247 AR/ Ⅰ Ba AcR/ Ⅰ A-1 2.5 1.94.
35 白山比咩神社 265 AR/ Ⅰ Ba AcR/ Ⅰ A-1 2 2.40.





a 286 AR/ Ⅰ Bb AcR/ Ⅱ A-3 1.9 2.07.
46 若狭歴史民俗資料館
　
d 313 AR/ Ⅰ Bb AcR/ Ⅱ A-3 2.5 3.00.
48 千光寺公園 293 AR/ Ⅰ Bb AcR/ Ⅱ A-3 1.9 2.56.
Ⅲ② 39 北前船の里資料館 d 195 AR/ Ⅰ Bb AcR/ Ⅱ A-1 2.3 1.77.
45 若狭歴史民俗資料館
　
c 193 AR/ Ⅰ Bb AcR/ Ⅱ A-1 1.5 1.92.
Ⅲ③ 13 外日角住吉神社 b 270 AR/ Ⅰ Bb AcR/ Ⅰ A-2 1.4 2.67.
44 若狭歴史民俗資料館
　
b 272 AR/ Ⅰ Bb AcR/ Ⅰ A-2 1.5 2.37.
11 海と渚の博物館 日 吉
丸
202 AR/ Ⅰ Bb AcR/ Ⅰ A-2 2 1.74.
Ⅳ① 3 北前船廻船問屋森家
　
a 264 AR/ Ⅰ Bｃ AcR/ Ⅱ A-3 0.9 1.76.
Ⅳ② 6 海と渚の博物館 b 235 AR/ Ⅰ Bｃ AcR/ Ⅰ A-1 0.5 2.61.
9 海と渚の博物館 e 245 AR/ Ⅰ Bｃ AcR/ Ⅱ A-1 0.5 2.19.
24 大野からくり記念館
　
f 225 AR/ Ⅰ Bｃ AcR/ Ⅰ A-1 0.6 2.08.
49 千光寺階段下 275 AR/ Ⅰ Bｃ AcR/ Ⅱ A-1 0.9 2.45.
Ⅴ① 36 北前船の里資料館 a 123 AR/ Ⅱ C AcR/ Ⅱ A-2 3.2 1.36. 断面方形→円形.
雫状楕円形状
円形断面.
（工業製品風）Ⅴ② 41 北前船主の館右近家 b 198.5 AR/ Ⅱ C AcR/ Ⅱ A-2 5.1 1.43.
Ⅴ③ 42 北前船主の館右近家 c 196 AR/ Ⅱ C AcR/ Ⅱ B 5.5 1.53.
7 海と渚の博物館 c 121 AR/ Ⅱ C AcR/ Ⅱ B 2.5 1.37.
表 2　各段階におけるアンカーリング・付属リングの変遷表
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